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酒井抱一編『乾山遺墨』をめぐって（新井ゆい）

酒
井
抱
一
編
『
乾
山
遺
墨
』
を
め
ぐ
っ
て

│
│
抱
一
か
ら
見
た
光
琳
と
乾
山
の
作
品
│
│

新
　
井
　
ゆ
　
い

﹇
キ
ー
ワ
ー
ド
：
①
酒
井
抱
一
　
②
尾
形
乾
山
　
③
尾
形
光
琳
　
④
酒
井
宗
雅
　
⑤
銹
絵
寿
老
人
図
角
皿
﹈

は
じ
め
に

　
酒
井
抱
一
（
一
七
六
一
〜
一
八
二
九
年
）
は
江
戸
時
代
中
後
期
に
活
躍
し
た
絵
師
で
あ
り
、
一
七
九
〇
年
代
頃
か
ら
琳
派
様
式
、

と
り
わ
け
尾
形
光
琳
（
一
六
五
八
〜
一
七
一
六
年
）
の
作
風
へ
と
傾
倒
・
私
淑
し
始
め
た）

1
（

。
抱
一
は
代
表
作
「
夏
秋
草
図
屛
風
」

（
東
京
国
立
博
物
館
）
や
「
秋
草
鶉
図
屛
風
」（
山
種
美
術
館
）
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
琳
派
の
画
風
に
倣
い
つ
つ
、
俳
諧
性
や
洒

脱
な
画
風
を
取
り
込
み
な
が
ら
江
戸
好
み
の
作
風
へ
と
昇
華
し
、
独
自
性
を
発
揮
し
た
点
に
お
い
て
、
現
在
、
江
戸
琳
派
の
祖
と

呼
ば
れ
て
い
る）

2
（

。
ま
た
、
わ
ず
か
数
ヶ
月
で
は
あ
る
が
四
世
乾
山
と
し
て
も
活
動
し
て
い
た
。
抱
一
の
功
績
は
こ
の
よ
う
な
作
家

と
し
て
の
活
動
に
加
え
て
、
俵
屋
宗
達
や
尾
形
光
琳
、
尾
形
乾
山
（
一
六
六
三
〜
一
七
四
三
年
）
と
い
っ
た
琳
派
作
家
及
び
作
品

の
顕
彰
活
動
を
行
っ
た
点
に
も
認
め
ら
れ
る
。
一
八
一
五
年
（
文
化
一
二
）
に
は
、
江
戸
に
お
い
て
光
琳
顕
彰
活
動
の
た
め
、
光
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琳
百
回
忌
の
法
要
な
ど
を
企
画
し
、
琳
派
画
風
の
学
習
と

流
布
を
積
極
的
に
行
っ
た
。
そ
の
顕
彰
活
動
を
今
に
伝
え

る
も
の
と
し
て
、
抱
一
が
光
琳
の
作
品
を
集
成
し
た
『
光

琳
百
図
』
が
と
り
わ
け
有
名
で
あ
る
が
、
乾
山
作
品
の
縮

図
集
『
乾
山
遺
墨
』（
挿
図
1
）
も
重
要
な
位
置
を
占
め

る
。

　
本
稿
で
は
、
酒
井
抱
一
編
『
乾
山
遺
墨
』
を
研
究
対
象

と
し
、
本
書
出
版
に
至
る
ま
で
の
抱
一
の
乾
山
へ
の
関
心

の
在
り
方
を
追
っ
て
い
く
。
酒
井
家
の
宝
物
帳
や
茶
会
記

の
な
か
に
お
け
る
乾
山
作
品
の
位
置
づ
け
を
確
認
し
つ
つ
、
次
に
『
乾
山
遺
墨
』
の
陶
器
と
現
存
作
品
を
比
較
し
、
抱
一
に
と
っ

て
乾
山
の
陶
器
が
乾
山
の
絵
画
や
光
琳
の
そ
れ
と
比
べ
て
ど
の
よ
う
な
立
ち
位
置
に
あ
っ
た
の
か
を
明
確
に
す
る
。

一
　『
乾
山
遺
墨
』
の
概
要
と
研
究
史

　『
乾
山
遺
墨
』
は
、
乾
山
の
作
品
群
を
抱
一
が
自
身
の
手
控
え
帳
か
ら
縮
図
と
し
て
ま
と
め
、
一
八
二
三
年
（
文
政
六
）
に
版

本
化
し
た
全
一
冊
の
半
紙
本
で
あ
る
。
本
書
に
は
四
三
点
の
乾
山
作
品
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
巻
頭
に
あ
た
る
一
丁
表
に
は
、
抱

一
が
建
て
た
乾
山
の
石
碑
の
表
裏
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
一
丁
裏
に
は
和
歌
懐
紙
二
図
、
二
丁
表
か
ら
一
一
丁
裏
に
か
け
て
和
歌

短
冊
二
点
と
絵
画
三
二
点
、
一
二
丁
か
ら
一
四
丁
表
に
か
け
て
陶
器
五
点
が
掲
載
さ
れ
て
い
る）

3
（

。
以
上
を
ま
と
め
る
と
左
記
の
よ

挿図 1　酒井抱一『乾山遺墨』木版多
色 摺、1冊、26.7×39.4 cm、1823 年
（文政 3）、江戸東京博物館
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う
な
順
番
に
な
る
。

　『
乾
山
遺
墨
』

　
一
、
尾
形
乾
山
の
石
碑

　
二
、
尾
形
乾
山
作
品

　
　
　
①
　
和
歌
懐
紙

　
　
　
②
　
和
歌
短
冊

　
　
　
③
　
絵
画

　
　
　
④
　
陶
器

　
三
、
跋
文

　
本
書
は
相
見
香
雨
氏
に
よ
っ
て
四
種
類
の
異
板
本
が
紹
介
さ
れ
、
初
版
本
よ
り
後
に
刊
行
さ
れ
た
全
て
色
刷
り
の
も
の
は
、
香

合
の
色
が
異
な
っ
て
い
る
点
な
ど
か
ら
、
商
業
目
的
に
刊
行
さ
れ
た
と
指
摘
さ
れ
た）

4
（

。
さ
ら
に
、
二
〇
一
一
年
（
平
成
二
三
）
に

開
催
さ
れ
た
「
酒
井
抱
一
と
江
戸
琳
派
の
全
貌
」
展
に
て
、
江
戸
東
京
博
物
館
所
蔵
の
一
本
が
紹
介
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
表
紙
を

菊
花
の
雲
母
刷
り
と
す
る
も
の
で
、
岡
野
智
子
氏
は
次
の
よ
う
に
解
説
さ
れ
て
い
る
。

喉
（
版
本
の
綴
じ
目
近
く
の
部
分
）
に
墨
釘
が
八
か
所
見
出
さ
れ
、
試
し
刷
り
か
配
り
本
（
無
償
で
知
己
に
配
布
し
た
も

の
）
と
い
っ
た
、
出
版
の
ご
く
早
い
時
期
の
版
と
思
わ
れ
る）

5
（

　
な
お
、
足
立
区
立
郷
土
美
術
館
所
蔵
『
光
琳
百
図
』
初
版
初
印
本
も
、
菊
花
の
雲
母
刷
り
の
表
紙
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
江
戸
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東
京
博
物
館
本
と
初
版
本
以
外
の
異
板
本
は
、
抱
一
以
外
の
人
物
が
出
版
に
あ
た
っ
て
割
り
付
け
や
色
付
け
し
た
可
能
性
が
高
い

こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
現
存
す
る
『
乾
山
遺
墨
』
の
う
ち
、
抱
一
の
目
が
行
き
届
い
て
い
る
の
は
、
試
し
刷
り
と

初
版
本
の
み
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
以
上
を
整
理
す
る
と
、『
乾
山
遺
墨
』
は
現
在
五
つ
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
あ
る
こ
と

が
分
か
る
。
一
つ
目
は
江
戸
東
京
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
表
紙
が
雲
母
刷
り
の
菊
花
文
の
表
紙
の
配
り
本
、
二
つ
目
は
東
京

藝
術
大
学
所
蔵
の
淡
青
色
表
紙
の
初
版
本
、
三
つ
目
は
江
戸
東
京
博
物
館
等
に
所
蔵
さ
れ
る
全
て
色
刷
り
の
第
二
版
、
四
つ
目
は

明
治
三
〇
年
代
に
刊
行
さ
れ
た
第
二
版
の
復
刻
版
、
そ
し
て
五
つ
目
が
一
九
一
二
年
（
明
治
四
五
）
に
刊
行
さ
れ
た
初
版
の
復
刻

版
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
、『
乾
山
遺
墨
』
は
主
に
二
つ
の
観
点
か
ら
検
討
さ
れ
て
き
た
。
第
一
に
、
乾
山
研
究
者
に
よ
る
乾
山
受
容
の
文
脈

で
あ
る
。
こ
の
視
点
か
ら
は
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
氏
や
小
笠
原
佐
江
子
氏
、
竹
内
順
一
氏
ら
乾
山
研
究
者
に
よ
っ
て
論

じ
ら
れ
て
き
た
。
乾
山
研
究
の
観
点
か
ら
は
乾
山
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
八
十
年
間
の
間
、
光
琳
と
比
べ
る
と
ほ
と
ん
ど
関
心
を
持

た
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
世
紀
前
半
に
な
っ
て
抱
一
に
よ
っ
て
乾
山
の
作
品
の
情
報
が
集
め
ら
れ
、
乾
山
の
名
前
や

作
品
に
再
び
光
が
当
て
ら
れ
、
江
戸
で
広
ま
っ
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、
抱
一
は
乾
山
研
究
の
先
駆
者
に
あ
た
る
と
す
る）

6
（

。

　
第
二
は
、
抱
一
研
究
者
に
よ
る
抱
一
の
琳
派
顕
彰
活
動
に
お
け
る
『
乾
山
遺
墨
』
の
位
置
づ
け
の
文
脈
で
あ
る
。
こ
の
視
点
か

ら
は
、
牧
野
宏
子
や
松
尾
知
子
氏
、
玉
蟲
敏
子
氏
が
議
論
を
展
開
し
て
い
る）

7
（

。

　
以
上
の
よ
う
に
、『
乾
山
遺
墨
』
は
江
戸
後
期
に
お
け
る
乾
山
受
容
が
あ
っ
た
こ
と
と
、
抱
一
に
よ
る
乾
山
顕
彰
活
動
の
物
的

証
拠
で
あ
り
、
の
ち
の
乾
山
受
容
の
在
り
方
に
つ
い
て
と
、
抱
一
の
活
動
を
述
べ
る
論
に
お
い
て
、
度
々
記
述
さ
れ
て
き
た
。

　『
乾
山
遺
墨
』
の
出
版
に
至
る
経
緯
は
、
抱
一
に
よ
る
末
尾
に
付
さ
れ
た
跋
文
に
よ
っ
て
語
ら
れ
て
い
る
。
跋
文
を
簡
単
に
ま

と
め
る
。
抱
一
は
光
琳
の
百
回
忌
を
開
催
し
『
光
琳
百
図
』
を
出
版
し
た
四
年
後
、
光
琳
の
墓
を
修
復
し
た
が
、
乾
山
の
墓
は
発
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見
出
来
ず
に
い
た
。
し
か
し
、
一
八
二
三
年
（
文
政
六
）
に
、
茶
会
に
て
乾
山
の
墓
が
江
戸
の
善
養
寺
に
あ
る
と
聴
い
た
。
そ
の

た
め
、
さ
っ
そ
く
墓
参
り
へ
赴
き
、
そ
こ
に
記
念
碑
を
建
て
た
。
こ
の
よ
う
な
顕
彰
活
動
を
記
念
し
て
、
自
身
の
手
控
え
か
ら
乾

山
作
品
を
写
し
、
刊
行
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、『
乾
山
遺
墨
』
の
研
究
は
、
常
に
こ
の
抱
一
に
よ
る
跋
文
に
則
る
も

の
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
本
書
は
、
制
作
背
景
を
解
釈
し
本
書
の
位
置
づ
け
を
明
ら
か
に
す
る
際
に
、
同
じ
く
抱
一
が
光
琳
の
作
品
を
集
成

し
た
『
光
琳
百
図
』
と
常
に
比
較
さ
れ
て
き
た
。
玉
蟲
氏
は
抱
一
の
乾
山
観
と
『
乾
山
遺
墨
』
の
特
質
、
乾
山
資
料
と
し
て
の
意

義
を
論
じ
た
な
か
で
『
光
琳
百
図
』
お
よ
び
抱
一
の
光
琳
観
を
比
較
対
象
に
挙
げ
、「
抱
一
の
乾
山
研
究
に
つ
い
て
検
討
し
て
み

る
と
、
光
琳
研
究
の
進
行
上
副
産
物
と
し
て
そ
の
知
識
を
吸
収
し
て
い
っ
た
」
そ
し
て
、「
乾
山
は
抱
一
に
と
っ
て
、
光
琳
の
弟

と
は
い
え
琳
派
の
流
れ
を
汲
む
一
画
家
に
過
ぎ
な
か
っ
た
」
と
述
べ
る）

8
（

。
た
し
か
に
『
乾
山
遺
墨
』
に
収
録
さ
れ
た
乾
山
作
品
は
、

抱
一
自
身
の
手
控
え
帳
か
ら
写
し
て
描
か
れ
た
た
め
に
正
確
性
に
欠
け
る
。『
乾
山
遺
墨
』
と
抱
一
に
よ
る
乾
山
へ
の
興
味
を
、

『
光
琳
百
図
』
と
抱
一
の
光
琳
顕
彰
活
動
の
積
極
性
と
比
べ
る
と
、
抱
一
が
光
琳
に
対
し
て
、
よ
り
深
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
従
来
、
本
書
の
刊
行
経
緯
に
つ
い
て
は
、
跋
文
に
則
っ
た
上
で
、
あ
く
ま
で
も
抱
一
が
光
琳
の
作
品
集
『
光
琳
百
図
』

の
延
長
線
上
で
制
作
し
た
も
の
と
認
識
さ
れ
、
そ
れ
以
上
の
制
作
意
図
や
『
乾
山
遺
墨
』
が
果
た
し
た
働
き
に
は
あ
ま
り
興
味
を

注
が
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
抱
一
は
多
く
の
文
人
と
交
流
し
、
同
時
に
い
く
つ
も
の
版
本
を
手
掛
け
て
い
る
。
本
論
で
は
、『
乾
山
遺
墨
』
を
抱

一
に
お
け
る
光
琳
受
容
と
の
比
較
だ
け
で
は
無
く
、
酒
井
家
と
抱
一
の
史
料
や
、
乾
山
の
現
存
作
品
、
ま
た
抱
一
の
活
動
状
況
を

視
野
に
入
れ
、
本
書
の
出
版
状
況
を
探
っ
て
い
き
た
い
。
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二
　
酒
井
家
の
史
料
に
お
け
る
乾
山

　
ま
ず
は
、
抱
一
が
乾
山
を
ど
の
よ
う
に
受
容
し
て
き
た
の
か
を
確
認
す
べ
く
、
抱
一
周
辺
で
の
乾
山
作
品
に
つ
い
て
ま
と
め
て

い
く
。
従
来
、
抱
一
に
よ
る
乾
山
受
容
の
様
相
を
論
じ
る
際
、
そ
の
焦
点
は
主
に
琳
派
学
習
を
始
め
た
と
さ
れ
る
一
七
九
〇
年
代

以
降
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
抱
一
の
乾
山
作
品
の
影
響
が
見
ら
れ
る
作
品
や
、
史
料
に
て
乾
山
の
名
前
が
出
て
く

る
の
が
、
そ
れ
以
降
で
あ
る
か
ら
で
あ
る）

9
（

。
し
か
し
、
抱
一
が
乾
山
に
関
心
を
寄
せ
る
以
前
の
酒
井
家
に
お
け
る
乾
山
作
品
の
扱

い
も
明
示
し
た
い
。

　
抱
一
は
姫
路
藩
主
酒
井
忠
恭
の
三
男
で
あ
る
忠
仰
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
酒
井
雅
楽
家
は
文
芸
を
重
ん
じ
る
家
風
で
あ
り
、

抱
一
の
ほ
か
に
も
俳
諧
や
書
画
を
嗜
む
も
の
も
多
か
っ
た）

10
（

。
酒
井
家
の
宝
物
を
ま
と
め
た
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
本
『
姫
路
酒
井

家
宝
器
明
細
簿
』
は
、
乾
・
坤
の
二
巻
二
冊
の
構
成
で
あ
る）

11
（

。
こ
の
道
具
帳
に
つ
い
て
は
岡
野
智
子
氏
が
「
坤
巻
が
い
わ
ゆ
る
茶

道
具
を
中
心
と
す
る
宝
器
類
で
、
茶
器
（
一
二
〇
件
）、
汁
器
（
五
九
件
）、
書
画
（
二
二
八
件
）
の
計
四
〇
七
点
か
ら
成
り
、
酒

井
家
の
宝
物
を
お
よ
そ
網
羅
し
て
い
る
。」
と
述
べ
る
通
り
、
多
く
の
茶
器
が
記
さ
れ
て
い
る）

12
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
本
道
具
帳
に

は
本
阿
弥
光
悦
（
一
五
五
八
〜
一
六
三
七
年
）
の
赤
茶
碗
や
俵
屋
宗
達
の
「
秋
草
図
屛
風
」、
尾
形
光
琳
の
作
品
が
確
認
で
き
る

も
の
の
、
乾
山
の
作
品
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
本
著
の
も
と
に
な
っ
た
嘉
永
年
間
頃
に
書
か
れ
た
と
さ
れ
る
『
姫
路
御
宝
蔵
入
御

道
具
帳
』
や
一
八
五
二
年
（
嘉
永
五
）『
姫
路
酒
井
家
宝
器
明
細
簿
』
に
も
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
み
る
と
、
酒
井
家
に
お
い

て
は
、
乾
山
作
品
よ
り
も
光
悦
や
宗
達
、
光
琳
の
ほ
う
が
よ
り
関
心
が
高
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る）

13
（

。

　
一
方
、
抱
一
の
兄
で
姫
路
酒
井
家
十
六
代
当
主
と
な
る
酒
井
宗
雅
（
一
七
五
五
〜
一
七
九
〇
年
）
が
三
年
分
の
茶
会
を
ま
と
め
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た
『
逾
好
日
記
』（
姫
路
市
立
城
内
図
書
館
）
に
は
、
二
回
ほ
ど
乾
山
の
作
品
が
記
さ
れ
て
い
る）

14
（

。

　
自
会
記
で
は
、
第
二
巻
の
国
許
姫
路
の
う
ち
、
一
七
八
八
年
（
天
明
八
）
十
月
廿
一
日
正
午
の
向
屋
敷
で
開
か
れ
た
会
の
記
述

に
て
「
組
茶
碗
　
青
薬
　
乾
山
／
玉
子
手
う
つ
し
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
か
ら
、
宗
雅
は
茶
会
に
て
数
茶
碗
と
し
て
緑

釉
の
乾
山
の
茶
碗
と
、
作
家
不
詳
の
玉
子
手
写
し
を
一
緒
に
出
し
て
い
る
と
分
か
る
。
本
記
述
は
『
逾
好
日
記
』
は
現
存
史
料
の

う
ち
宗
雅
が
乾
山
の
作
品
を
出
し
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
最
初
の
史
料
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
粟
田
添
星
氏
が
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

酒
井
家
所
蔵
の
「
鉄
壁
」・「
雪
片
」・「
雪
峰
」・「
不
二
」
は
、
七
種
又
は
光
悦
の
十
作
の
う
ち
に
夫
々
加
へ
上
げ
ら
れ
て
い

る
光
悦
の
名
碗
類
で
あ
る
。
宗
雅
が
主
な
茶
事
に
は
き
ま
っ
て
光
悦
茶
碗
（
鉄
壁
・
鎹
）
を
取
り
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

光
悦
の
茶
碗
に
執
心
で
あ
つ
た
事
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る）

15
（

。

　
さ
ら
に
宗
雅
は
、
の
ち
に
抱
一
が
楽
茶
碗
と
椿
と
い
う
定
型
画
題
を
引
き
継
ぐ
「
赤
楽
茶
碗
図
」
を
描
い
て
い
る
。
そ
の
よ
う

な
作
品
を
手
掛
け
た
こ
と
と
茶
会
記
で
の
出
現
の
多
さ
か
ら
も
、
宗
雅
の
関
心
は
乾
山
よ
り
も
光
悦
の
茶
碗
や
楽
茶
碗
に
あ
っ
た

こ
と
が
分
か
る）

16
（

。
こ
の
向
屋
敷
の
茶
会
で
も
、
主
客
に
は
先
に
三
島
写
し
の
瀬
戸
茶
碗
を
出
し
、
乾
山
の
陶
器
は
数
茶
碗
と
し
て

出
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
宗
雅
は
乾
山
の
陶
器
よ
り
も
瀬
戸
茶
碗
を
格
の
高
い
茶
碗
と
し
て
認
識
し
、
乾
山
の
茶
碗
に
対

し
て
は
高
い
評
価
を
下
し
て
い
な
い
。
こ
の
乾
山
の
茶
碗
は
宗
雅
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
の
行
方
が
判
明
し
て
お
ら
ず
、『
乾
山
遺

墨
』
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
乾
山
の
真
作
で
あ
っ
た
か
も
現
在
は
分
か
ら
な
い
が
、
宗
雅
が
乾
山
作
品
を
所
有
し
て
い
た
こ

と
は
確
か
で
あ
る
。
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宗
雅
が
招
か
れ
た
茶
会
に
つ
い
て
記
す
他
会
記
で
は
、『
逾

好
日
記
』
第
二
巻
、
一
七
八
七
年
（
天
明
七
）
霜
月
十
九
日
正

午
の
松
平
甲
斐
守
（
柳
沢
保
光
）
亭
で
の
茶
会
に
て
乾
山
作
品

が
出
さ
れ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る）

17
（

。
掛
物
、
釣
斗
、
灰
入
に
続

い
て
「
香
合
　
乾
山
　
尾
花
ノ
模
様
」（
挿
図
2
）
と
記
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
記
述
の
下
に
は
ス
ケ
ッ
チ
も
描
か
れ
て

い
る）

18
（

。
記
述
か
ら
は
陶
土
や
釉
薬
の
色
が
分
か
ら
な
い
が
、
そ

の
絵
か
ら
碗
型
の
身
の
上
に
身
よ
り
も
幅
の
広
い
蓋
が
覆
い
被

さ
っ
て
い
て
、
身
と
蓋
の
ど
ち
ら
に
も
尾
花
の
絵
付
け
が
施
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。
茶
会
記
に
て
宗
雅
は
、
度
々

茶
道
具
を
大
ま
か
に
写
生
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
宗
雅
に
よ
っ
て

描
き
写
さ
れ
た
道
具
は
、「
雪
柳
春
慶
」（
現
・
根
津
美
術
館

蔵
）
や
「
松
本
舟
」（
現
・
泉
屋
博
古
館
蔵
）
な
ど
、
茶
会
で

所
望
さ
れ
た
も
の
や
、
名
物
と
格
付
け
る
道
具
な
ど
、
特
に
茶

会
に
お
い
て
重
要
な
道
具
で
あ
る
こ
と
が
多
い）

19
（

。
数
あ
る
道
具

の
な
か
か
ら
乾
山
の
作
品
を
写
生
し
て
い
る
事
実
は
、
宗
雅
が

乾
山
の
作
品
に
興
味
を
示
し
て
い
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
ま

た
、
抱
一
が
光
琳
に
私
淑
し
乾
山
に
関
心
を
寄
せ
始
め
る
よ
り

挿図 2　酒井宗雅（忠以）『逾好日記　（丁未従初冬戊申至初冬）』1787
年（天保 7）～1788 年（天保 8）竪帳、26×20 cm、姫路文庫



79

酒井抱一編『乾山遺墨』をめぐって（新井ゆい）

以
前
に
、
宗
雅
の
方
が
い
ち
早
く
乾
山
の
陶
器
に
興
味
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
も
示
し
て
い
る
。

　
以
上
、
酒
井
家
で
は
琳
派
諸
家
の
作
品
を
所
有
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
乾
山
作
品
は
所
持
し
て
お
ら
ず
、
乾
山
作
品
に
対

す
る
関
心
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
。
宗
雅
生
前
の
抱
一
は
、
ま
だ
歌
川
豊
春
様
式
の
肉
筆
美
人
画
を
主
に
手
掛
け
て
い
る
時
期
で

あ
り
、
抱
一
の
作
品
に
は
乾
山
の
陶
器
の
影
響
は
見
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
一
七
八
〇
年
代
の
時
点
で
は
、
抱
一
は
乾
山
の
陶
器
に

関
心
を
寄
せ
る
機
会
は
少
な
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
し
か
し
、
宗
雅
は
乾
山
の
作
品
を
所
有
し
て
い
る
が
格
の
高
い
茶

碗
と
し
て
は
扱
っ
て
い
な
い
一
方
、
他
会
記
で
は
ス
ケ
ッ
チ
を
記
す
な
ど
名
物
と
同
様
の
扱
い
を
し
て
い
る
。
宗
雅
が
光
悦
の
茶

道
具
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
乾
山
の
作
品
に
も
注
目
し
て
い
た
こ
と
も
重
要
な
点
で

あ
る
。
こ
れ
ら
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
点
の
酒
井
家
に
お
い
て
は
、
抱
一
よ
り
も
兄
の
宗
雅
の
方
が
先
に
乾
山
の
陶
器
に
関
心
を
寄

せ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三
　
乾
山
の
絵
画
と
陶
器
へ
の
関
心

（
一
）
尾
形
乾
山
「
色
絵
菊
図
向
付
」

　
酒
井
家
を
出
る
前
ま
で
の
史
料
で
、
抱
一
が
乾
山
の
陶
器
に
注
目
し
て
い
る
記
述
は
未
だ
確
認
で
き
な
い
。
そ
し
て
、
江
戸
の

市
井
へ
と
出
て
以
降
も
陶
器
に
関
す
る
記
述
は
乏
し
い
。
本
章
で
は
抱
一
が
陶
器
と
絵
画
に
対
し
て
持
っ
た
関
心
の
違
い
を
確
認

す
る
。

　
抱
一
が
乾
山
の
伝
書
と
名
前
譲
状
を
入
手
し
、
四
世
乾
山
を
継
ぎ
な
が
ら
も
、
乾
山
銘
の
陶
器
を
制
作
す
る
こ
と
な
く
、
乾
山
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の
名
を
譲
っ
て
い
る
。
一
方
、
抱
一
は
乾
山
の
絵
画
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
。
抱
一
の
作
品
は
、
宗
雅
が
他
界
し
た
一
七
九
〇

年
（
寛
政
二
）
に
、
酒
井
家
の
上
屋
敷
を
出
て
か
ら
描
い
た
と
さ
れ
る
「
月
に
秋
草
図
」（
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
所
蔵
）
や
「
桐
図
屛

風
」（
個
人
蔵
）
な
ど
の
作
品
群
の
時
点
か
ら
、
宗
達
や
光
琳
の
画
風
に
よ
る
影
響
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
時
期
か
ら
の
光

琳
と
乾
山
の
顕
彰
活
動
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
鈴
木
半
茶
氏
や
玉
蟲
氏
、
牧
野
氏
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
氏
と
小
笠
原
氏
ら
を
中
心
に
ま

と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
が
、
抱
一
が
乾
山
に
つ
い
て
記
し
た
史
料
が
現
存
し
て
い
る）

20
（

。
そ
の
た
め
、
抱
一
が

光
琳
の
学
習
と
光
琳
百
回
忌
に
伴
う
顕
彰
活
動
の
な
か
で
乾
山
を
知
っ
て
い
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
一
八
〇
九
年

（
文
化
六
）
に
、
抱
一
は
寛
永
寺
の
北
東
部
に
位
置
す
る
隠
棲
地
で
あ
る
下
谷
根
岸
に
移
り
住
み
、
生
涯
定
住
し
て
い
る
。
こ
の

場
所
は
一
七
二
一
年
（
元
文
二
）
頃
に
乾
山
が
寛
永
寺
輪
王
寺
宮
の
公
寛
法
親
王
（
一
六
九
七
〜
一
七
三
八
）
に
随
行
し
て
開
い

た
と
さ
れ
る
入
谷
窯
の
位
置
と
近
い
。
こ
の
よ
う
な
住
居
環
境
の
変
化
も
相
ま
っ
て
、
抱
一
は
よ
り
入
谷
乾
山
の
情
報
を
吸
収
し

て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る）

21
（

。

　『
乾
山
遺
墨
』
に
描
か
れ
た
絵
画
作
品
が
現
存
作
例
と
構
図
等
が
異
な
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
玉
蟲
氏
の
論
に
て
す
で
に
述
べ

ら
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る）

22
（

。
特
に
、
詩
画
軸
は
、
構
図
が
お
お
よ
そ
合
っ
て
い
る
も
の
の
、
文
字
の
位
置
は
異
な
っ
て
い
る
作
品

や
、
幹
に
た
ら
し
込
み
表
現
を
用
い
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
墨
を
か
す
ま
せ
た
よ
う
な
描
か
れ
方
に
な
っ
て
い
る
点
な
ど
、
現

存
作
品
と
は
異
な
る
点
が
多
い
。
こ
れ
ら
差
異
の
要
因
は
、
即
興
的
に
お
お
よ
そ
の
構
図
の
み
を
描
い
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
と
同
時
に
、
手
控
え
帳
を
描
い
た
時
点
で
は
抱
一
に
よ
る
乾
山
作
品
へ
の
関
心
が
高
く
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。

　
し
か
し
、『
乾
山
遺
墨
』
に
掲
載
さ
れ
た
乾
山
の
絵
画
は
不
正
確
で
は
あ
る
も
の
の
、
抱
一
が
乾
山
作
品
の
う
ち
影
響
を
受
け

て
い
る
の
も
絵
画
な
の
で
あ
る
。
す
で
に
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
る
と
お
り
、
抱
一
が
し
ば
し
ば
描
い
た
立
葵
の
図
は
光
琳
及
び
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乾
山
の
画
風
を
模
し
て
い
る
。
ま
た
、
特
に
抱
一
が
一
八
〇
一
年
（
享
和
元
）
に
描
い
た
「
百
合
・
立
葵
図
」
は
乾
山
絵
画
か
ら

の
影
響
が
顕
著
に
み
ら
れ
る）

23
（

。
抱
一
は
四
世
乾
山
を
名
乗
り
つ
つ
も
、
絵
付
け
し
た
作
品
が
数
点
の
み
で
陶
器
の
作
例
が
見
受
け

ら
な
い
。
つ
ま
り
、
現
存
作
品
で
乾
山
か
ら
の
影
響
が
み
ら
れ
る
作
例
は
絵
画
の
み
で
あ
る
。
先
行
研
究
で
は
抱
一
は
乾
山
の
名

を
絶
や
さ
な
い
た
め
に
引
き
継
い
だ
説
や
、
自
身
が
尾
形
流
の
継
承
者
で
あ
る
こ
と
を
よ
り
確
固
た
る
も
の
に
す
る
た
め
に
引
き

継
い
だ
説
が
あ
る
。
い
ず
れ
の
説
も
確
証
と
な
り
う
る
資
料
が
現
存
し
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、『
乾
山
遺
墨
』
の
絵
画
作
例
の

多
さ
を
見
る
と
、
抱
一
は
乾
山
を
陶
工
と
し
て
よ
り
も
絵
師
と
し
て
認
識
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
先
行
研
究
で
影
響
関
係
が

指
摘
さ
れ
る
よ
う
な
絵
画
作
例
の
み
を
見
る
と
、
抱
一
は
歴
代
乾
山
の
な
か
で
唯
一
、
絵
師
と
し
て
の
乾
山
を
継
承
し
て
い
た
と

言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
絵
画
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
研
究
の
余
地
が
あ
る
。

　『
乾
山
遺
墨
』
の
絵
画
作
品
と
現
存
作
品
の
照
合
は
、
既
に
先
行
研
究
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
本
節
で
は
従
来
言
及
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た
陶
器
の
項
目
に
関
し
て
現
存
作
品
と
比
較
を
お
こ
な
い
、
抱
一
が
掲
載
作
品
の
う
ち
ど
の
陶
器
に
関
心
を
寄
せ
て

い
た
の
か
を
考
察
す
る
。

　『
乾
山
遺
墨
』
に
描
か
れ
た
陶
器
は
わ
ず
か
五
点
で
あ
り
、
手
控
え
帳
を
手
が
け
た
時
点
で
も
、
抱
一
は
乾
山
の
や
き
も
の
に

対
し
て
関
心
を
あ
ま
り
寄
せ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
掲
載
さ
れ
た
五
点
の
う
ち
、
菊
の
意
匠
が
描
か
れ
た
陶
器
の
図
（
挿
図
3
）
は
、
五
島
美
術
館
や
東
京
黎
明
ア
ー
ト
ル
ー
ム
、

福
岡
市
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
尾
形
乾
山
作
「
色
絵
菊
図
向
付
」（
挿
図
4
）
の
作
品
群
に
類
似
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
「
色

絵
菊
図
向
付
」
は
、
口
縁
部
分
が
菊
花
輪
郭
に
沿
っ
て
大
小
の
円
が
連
な
る
形
状
を
し
て
お
り
、
白
化
粧
地
に
銹
絵
で
菊
花
の
黒

い
輪
郭
線
が
描
か
れ
、
透
明
釉
を
か
け
た
の
ち
、
緑
釉
の
葉
と
黄
色
の
花
序
が
上
絵
付
け
で
描
か
れ
る
図
様
が
、『
乾
山
遺
墨
』

に
描
か
れ
た
陶
器
と
合
致
し
て
い
る
。
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し
か
し
な
が
ら
、
形
状
を
比
較
し
て
み
る
と
大
き
く
異
な
る
箇
所
が
二
点
あ
る
。

　
一
点
目
は
、
天
地
の
向
き
で
あ
る
。
口
縁
部
分
の
形
状
は
『
乾
山
遺
墨
』
の
絵
と
い
ず
れ
の
「
色
絵
菊
図
向
付
」
で
は
一
致
せ

ず
、『
乾
山
遺
墨
』
に
描
か
れ
た
菊
図
の
陶
器
は
天
地
が
逆
に
な
っ
て
描
か
れ
て
い
る
。「
色
絵
菊
図
向
付
」
は
菊
花
の
方
向
が
正

面
、
横
、
後
ろ
な
ど
器
ご
と
に
異
な
る
も
の
の
、
大
円
の
連
な
り
の
側
が
上
辺
で
、
小
円
の
連
な
り
の
側
が
下
辺
を
向
く
こ
と
が

挿図 3　酒井抱一「尾形乾山「色絵菊図向
付」」（挿図 1部分拡大図）

挿図 4　尾形乾山「色絵菊図向付」5客、高火度焼成　色絵
（上絵付）、各高 4.1×幅 16.5～19.6 cm、江戸時代 18 世紀、
五島美術館蔵



83

酒井抱一編『乾山遺墨』をめぐって（新井ゆい）

共
通
し
て
い
る
。

　
二
点
目
は
茎
の
描
写
で
あ
る
。「
色
絵
菊
図
向
付
」
は
ど
の
作
品
も
左
下
方
に
茎
が
描
か
れ
、
そ
こ
か
ら
全
体
に
わ
た
っ
て
菊

花
と
葉
が
の
び
て
描
か
れ
る
が
、
抱
一
の
描
い
た
陶
器
で
は
茎
が
消
失
し
、
本
来
茎
を
描
く
部
分
に
も
葉
が
描
か
れ
て
い
る
。
手

控
え
帳
を
描
く
時
点
で
抱
一
が
乾
山
の
「
色
絵
菊
図
向
付
」
に
描
か
れ
た
茎
を
見
落
と
し
た
た
め
、
天
地
が
逆
に
な
っ
た
可
能
性

が
あ
る
。
ま
た
花
弁
の
形
状
も
異
な
る
点
も
含
め
る
と
、
手
控
え
帳
に
描
き
写
す
際
、
あ
ま
り
長
く
観
察
し
た
と
は
考
え
が
た
く
、

ゆ
っ
く
り
と
見
な
が
ら
詳
細
に
描
い
た
可
能
性
も
低
い
。

　
先
行
研
究
に
よ
っ
て
『
乾
山
遺
墨
』
に
描
か
れ
た
作
品
の
図
と
、
現
存
作
品
の
絵
画
の
差
異
が
指
摘
さ
れ
て
き
て
い
た
。
し
か

し
陶
器
も
比
較
す
る
と
現
存
す
る
乾
山
の
陶
器
と
異
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
陶
器
の
方
が
天
地
の
逆
転
や
茎
の
な
い
菊
図
に
な

る
な
ど
、
大
幅
な
誤
り
が
あ
る
。

　
ま
た
、
大
澤
家
に
伝
来
し
た
乾
山
作
「
夜
鹿
図
香
合
」
は
、
鹿
の
輪
郭
線
の
み
が
白
い
は
ず
で
あ
る
が
、『
乾
山
遺
墨
』
で
は

内
側
全
体
も
白
く
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
抱
一
は
、
陶
器
の
細
か
な
意
匠
や
天
地
の
向
き
な
ど
の
基
礎
的
な
デ
ー
タ
に

欠
け
る
程
度
に
し
か
、
乾
山
の
陶
芸
作
品
を
実
見
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　『
乾
山
遺
墨
』
に
ま
と
め
ら
れ
た
詩
画
軸
の
構
図
が
不
正
確
で
あ
る
こ
と
や
、
陶
器
の
図
に
誤
り
が
あ
る
点
な
ど
を
加
味
す
る

と
、
抱
一
は
乾
山
作
品
を
手
控
え
帳
に
写
し
た
際
、
即
興
的
に
写
す
必
要
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
乾
山
作
品
を
そ
れ
ほ
ど
正
確

に
写
し
取
ろ
う
と
し
た
姿
勢
が
読
み
取
れ
な
い
。

（
二
）
光
琳
乾
山
合
作
「
銹
絵
寿
老
人
図
角
皿
」

　『
乾
山
遺
墨
』
の
う
ち
、
見
開
き
全
体
が
色
刷
り
に
な
っ
て
い
る
陶
器
の
作
品
は
、
現
存
作
品
と
比
較
を
お
こ
な
う
と
、
意
匠
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や
向
き
の
相
違
点
が
あ
っ
た
。
し
か
し
今
回
、
江
戸
東
京
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
た
雲
母
刷
り
の
菊
花
文
が
表
紙
の
『
乾
山
遺
墨
』

を
調
査
で
実
見
し
た
際
、
非
常
に
精
密
に
描
か
れ
た
作
品
が
一
点
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
乾
山
作
品
の
最
後
に
掲
載
さ
れ
、
図
の
左

に
「
菓
子
皿
　
光
琳
画
福
禄
寿
　
乾
山
讃
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
陶
器
（
挿
図
5
）
で
あ
る
。
本
陶
器
は
、
現
在
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
乾
山
作
、
光
琳
画
「
銹
絵
寿
老
人
図
角
皿
」（
挿
図
6
）
で
あ
る
。

　「
銹
絵
寿
老
人
図
角
皿
」
は
、
光
琳
と
乾
山
合
作
の
陶
器
の
う
ち
の
一
つ
で
、
乾
山
が
や
き
も
の
を
制
作
し
、
光
琳
が
絵
付
け

を
施
し
て
い
る
。
本
作
は
、
タ
タ
ラ
成
形
に
よ
る
ほ
ぼ
正
方
形
の
見
込
み
の
角
皿
で
あ
る
。
全
体
に
白
化
粧
を
施
し
、
銹
絵
で
絵

と
讃
を
描
い
た
後
に
、
透
明
釉
を
か
け
て
、
低
下
土
で
焼
成
し
た
銹
絵
角
皿
で
あ
る
。
見
込
み
部
分
に
は
、
光
琳
が
肥
痩
の
あ
る

挿図 5　酒井抱一「菓子皿　光琳画福禄寿　乾
山讃」（挿図 1部分拡大図）

挿図 6　尾形乾山作、尾形光琳画「銹絵寿老人
図角皿」1枚、低火度焼成　釉下彩色、高 2.9×
縦 21.9×横 22.2 cm、MOA美術館
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筆
致
の
銹
絵
に
よ
っ
て
寿
老
人
図
を
描
い
て
い
る
。

　
こ
こ
で
、
現
存
す
る
こ
の
光
琳
乾
山
合
作
の
陶
器
と
、『
乾
山
遺
墨
』
に
描
か
れ
た
図
を
比
較
す
る
。
抱
一
が
写
し
描
い
た
銹

絵
角
皿
と
比
較
す
る
と
、
寿
老
人
の
杖
と
衣
が
、
頭
部
の
線
よ
り
も
太
く
、
抑
揚
の
あ
る
線
で
描
か
れ
て
い
る
画
風
が
共
通
す
る
。

ま
た
、
頭
部
は
一
つ
の
線
で
描
か
れ
て
お
り
、
頭
部
左
下
が
太
く
、
上
に
か
け
て
一
旦
細
く
な
っ
た
の
ち
に
、
左
上
の
線
が
再
び

太
く
な
っ
て
い
る
点
も
同
じ
で
あ
る
。
髪
と
髭
、
額
の
皺
は
真
っ
直
ぐ
な
線
で
、
陶
器
と
同
じ
本
数
が
描
か
れ
て
い
る
ほ
ど
忠
実

に
再
現
さ
れ
て
い
る
。
表
情
に
注
目
す
る
と
、
眉
の
上
が
り
方
が
左
右
非
対
称
で
、
黒
目
は
や
や
外
側
を
向
い
て
お
り
、
左
目
に

は
二
本
の
目
尻
の
皺
が
寄
っ
て
い
る
。
太
い
鼻
筋
と
口
角
の
上
が
り
笑
っ
た
口
元
も
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
寿
老
人
の
右
下
に
書
か
れ

た
「
寂
明
光
琳
（
花
押
）」
の
署
名
も
一
致
す
る
。

　
ま
た
、
図
の
見
込
み
の
四
方
に
は
、
縁
の
内
側
が
倒
し
て
描
か
れ
、
展
開
図
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
内
側
面
の
部
分
も
、
光
琳

乾
山
合
作
の
陶
器
の
雲
気
文
と
極
め
て
類
似
す
る
。
抱
一
は
、
規
則
的
で
な
く
四
辺
の
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
っ
た
形
状
と
向
き
で
描

か
れ
た
雲
の
文
様
を
、
連
な
り
方
や
肥
痩
表
現
も
含
め
、
正
確
に
写
実
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
現
存
す
る
「
銹
絵
寿
老
人
図
角
皿
」
と
『
乾
山
遺
墨
』
に
描
か
れ
た
「
菓
子
皿
　
光
琳
画
福
禄
寿
　
乾
山
讃
」

の
う
ち
、
光
琳
が
描
い
た
寿
老
人
図
及
び
雲
気
文
を
比
較
す
る
と
、
抱
一
が
線
の
本
数
や
肥
痩
表
現
の
ど
ち
ら
に
お
い
て
も
、
極

め
て
正
確
に
写
し
取
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
先
に
挙
げ
た
「
酒
井
抱
一
と
江
戸
琳
派
の
全
貌
」
展
の
解
説
に
お
い
て
岡
野
氏
は
「
向
付
と
香
合
の
見
開
き
だ
け
が
美

し
い
色
刷
り
と
な
っ
て
お
り
、
ほ
か
は
全
て
墨
刷
り
で
あ
る
。」
と
解
説
し
て
い
る）

24
（

。
た
し
か
に
、
江
戸
東
京
博
物
館
本
『
乾
山

遺
墨
』
の
銹
絵
角
皿
の
図
は
墨
の
み
で
刷
ら
れ
て
い
る
。
本
図
が
墨
刷
り
で
あ
る
理
由
は
、
白
化
粧
に
銹
絵
で
絵
と
讃
を
書
い
た

作
品
で
あ
る
た
め
、
彩
色
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
見
込
み
左
上
に
、
乾
山
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
讃
の
末
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尾
に
押
さ
れ
た
朱
文
方
印
と
白
文
方
印
の
二
つ
の
印
章
に
注
目
す
る
と
、
墨
刷
り
の
上
に
朱
と
薄
青
の
二
色
が
刷
ら
れ
て
い
る
。

　
つ
ま
り
、
陶
器
の
項
目
は
前
の
見
開
き
部
分
だ
け
で
な
く
、
全
作
品
が
色
刷
り
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
頁
の
裏
面
は
跋
文

で
墨
刷
り
で
あ
る
点
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
の
銹
絵
角
皿
は
、
乾
山
の
印
章
を
彩
色
す
る
た
め
だ
け
に
三
色
刷
り
に
し
た
こ
と
分
か

る
。
さ
ら
に
、
他
の
作
品
が
一
頁
に
一
図
か
ら
複
数
の
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
こ
の
銹
絵
角
皿
の
み
最
後
に
大
き
く

見
開
き
で
掲
載
し
て
い
る
点
も
踏
ま
え
る
と
、
抱
一
が
『
乾
山
遺
墨
』
の
な
か
で
「
銹
絵
寿
老
人
図
角
皿
」
を
最
も
重
要
視
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
し
て
、
掲
載
さ
れ
た
乾
山
作
品
の
な
か
で
「
銹
絵
寿
老
人
図
角
皿
」
を
最
も
正
確
に
写
実
し
、
銹
絵
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず

印
章
の
た
め
だ
け
に
色
刷
り
に
し
て
、
最
後
に
見
開
き
で
大
き
く
掲
載
し
た
理
由
は
、
本
作
が
乾
山
単
体
に
よ
る
陶
器
で
は
な
く
、

抱
一
が
最
も
傾
倒
し
て
い
た
光
琳
に
よ
る
絵
画
作
品
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
こ
と
は
、
疑
う
余
地
が
無
い
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
抱
一
は
江
戸
の
市
井
に
出
て
か
ら
徐
々
に
乾
山
を
見
る
機
会
が
増
え
た
た
め
、
酒
井
家
の
頃
と
比
べ
る
と

徐
々
に
乾
山
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
絵
画
を
多
く
制
作
し
て
い
た
抱
一
は
、
や
は
り
絵
師
で
あ
る
身
と
し
て

光
琳
へ
の
関
心
の
方
が
大
変
高
か
っ
た
こ
と
が
『
乾
山
遺
墨
』
の
陶
器
の
項
目
か
ら
も
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。

四
　
抱
一
と
佐
原
菊
塢
の
相
互
関
係

（
一
）
菊
塢
の
出
版
物
と
向
島
百
花
園
経
営
へ
の
助
力

　
前
章
ま
で
で
、
抱
一
が
酒
井
家
在
住
の
時
に
は
乾
山
の
作
品
に
興
味
を
持
つ
機
会
に
恵
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
と
、
光
琳
の

学
習
を
始
め
て
か
ら
も
乾
山
の
陶
器
よ
り
も
絵
画
作
品
へ
関
心
を
寄
せ
て
お
り
、
さ
ら
に
乾
山
の
作
品
よ
り
も
、
や
は
り
光
琳
の
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作
品
に
最
も
関
心
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
最
後
に
、
抱
一
と
佐
原
菊
塢
の
出
版
と
花
園
経
営
の
相
互
協
力
に
焦
点
を
当
て

る
こ
と
で
、『
乾
山
遺
墨
』
の
出
版
に
至
る
ま
で
の
周
辺
状
況
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

　
佐
原
菊
塢
は
抱
一
よ
り
三
つ
下
で
、
向
島
百
花
園
の
創
設
者
で
あ
り
初
代
園
主
で
あ
る
。
菊
塢
の
詳
細
な
情
報
は
残
っ
て
い
な

い
が
、
肖
像
画
や
、
い
く
つ
か
の
伝
記
が
現
在
も
残
っ
て
い
る）

25
（

。
向
島
百
花
園
の
明
確
な
開
園
時
期
は
、
当
時
の
資
料
に
残
さ
れ

て
い
な
い
が
、
現
在
の
見
解
で
は
一
八
〇
四
年
（
文
化
元
）
説
が
最
も
有
力
で
あ
る）

26
（

。
菊
塢
は
向
島
百
花
園
を
開
い
て
か
ら
出
版

物
を
い
く
つ
か
刊
行
し
て
お
り
、
そ
こ
に
抱
一
が
助
力
し
て
い
る
。
こ
の
様
相
に
つ
い
て
は
す
で
に
椎
名
和
美
氏
と
リ
チ
ャ
ー

ド
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
氏
、
小
笠
原
氏
、
玉
蟲
氏
が
ま
と
め
て
い
る
が
、
本
論
で
詳
細
に
追
う）

27
（

。

　
開
園
前
後
に
当
た
る
一
八
〇
四
年
（
文
化
元
）
に
菊
塢
が
出
版
し
た
の
が
、『
盛
音
集
』
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
菊
塢
の
剃
髪
と

改
名
を
記
念
し
て
、
当
時
菊
塢
と
交
流
し
て
い
た
文
人
ら
の
詩
を
集
め
た
詩
文
集
で
あ
る
。
こ
の
中
に
は
、
抱
一
も
「
霜
ニ
枯
ル

一
樹
花
點
冷
艶
映
空
ニ
疑
有
無
唯
見
孤
山
寒
月
下
驪
龍
爭
ヒ
弄
ス
漢
江
ノ
珠
」
と
い
う
七
言
絶
句
の
漢
詩
を
寄
せ
て
い
る
。
こ
の

詩
文
集
は
、
各
文
人
ら
に
よ
っ
て
様
々
な
季
節
の
題
材
で
詠
ま
れ
て
い
る
が
、
抱
一
は
向
島
百
花
園
の
メ
イ
ン
で
あ
る
梅
を
題
材

と
し
て
い
る
。
ま
た
、『
盛
音
集
』
に
は
、
同
時
に
「
秋
芳
園
新
書
画
展
観
目
録
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
向
島
百
花

園
で
開
催
さ
れ
た
書
画
の
展
示
に
出
品
さ
れ
た
も
の
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
巻
頭
に
抱
一
が
掲
載
さ
れ
て

お
り
、「
春
之
図
」
を
出
品
し
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

　
向
島
百
花
園
の
開
園
後
に
、
菊
塢
は
百
花
園
に
植
え
ら
れ
た
梅
の
品
種
を
ま
と
め
た
『
梅
屋
花
品
』
と
い
う
書
を
刊
行
し
て
い

る
。
菊
塢
が
百
花
園
を
宣
伝
す
る
た
め
に
編
集
し
た
も
の
で
あ
り
、
多
種
多
様
な
梅
の
品
種
が
分
類
ご
と
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る

が
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
絵
は
一
つ
の
み
で
あ
る
。
そ
の
巻
頭
の
図
が
、
抱
一
の
描
い
た
「
梅
図
」（
図
7
）
で
あ
る
。
本
図
は
抱

一
が
度
々
描
く
斜
め
に
延
び
る
主
の
枝
の
下
に
客
の
枝
を
低
い
角
度
で
沿
わ
せ
る
梅
の
構
図
で
あ
る
。
菊
塢
の
百
花
園
の
宣
伝
の
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た
め
に
、
し
ば
し
ば
絵
を
描
い
て
い
た
よ
う
だ
。

　
開
園
し
て
し
ば
ら
く
経
っ
て
か
ら
は
、
次
第
に

梅
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
草
花
に
つ
い
て
も
菊
塢

は
ま
と
め
て
い
る
。
一
八
一
四
年
（
文
化
一
一
）

に
は
『
春
野
七
草
考
』
を
菊
塢
は
刊
行
し
て
い
る
。

本
書
は
春
の
七
草
を
各
項
目
に
分
け
、
各
植
物
を

題
材
と
し
た
古
来
の
書
や
詩
歌
を
引
用
し
て
ま
と

め
て
い
る
。
加
え
て
、
七
草
の
名
称
の
オ
ラ
ン
ダ

語
と
ラ
テ
ン
語
の
読
み
を
片
仮
名
で
表
記
し
て
い

る
。
本
書
に
は
、
春
の
七
草
の
挿
絵
が
喜
多
武
清
、

谷
文
一
、
谷
文
晁
ら
に
よ
っ
て
描
か
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
抱
一
も
本
書
の
薺
の
項
目
の
左
下
方
に

「

図
」（
図
8
）
を
寄
せ
て
い
る
。

　
冊
子
だ
け
で
な
く
、
百
花
園
内
に
お
い
て
も
抱

一
の
作
品
が
現
存
し
て
い
る
。
向
島
百
花
園
に
は
、

現
在
、
二
九
基
の
石
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
が
、

最
初
に
建
て
ら
れ
た
の
は
三
基
で
あ
る
。
こ
の
三

基
は
一
八
一
四
年
（
文
化
一
一
）
に
、
お
そ
ら
く

挿図 7　佐原菊塢（梅屋鞠塢）
編『梅屋花品』（酒井抱一画
「梅図」部分）1冊、17 cm、19
世紀初頭、国立国会図書館蔵

挿図 8　佐原菊塢編（北野秋芳）『春野
七草考』（酒井抱一画「薺図」拡大図）1
冊、17 cm、1814 年（文 化 11）、東 都　
山城屋佐兵衛ほか 4名、国立国会図書館
蔵
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向
島
百
花
園
の
開
園
一
〇
周
年
を
記
念
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る）

28
（

。
亀
田
鵬
斎
に
よ
っ
て
撰
文
と
書
が
な
さ
れ
た

「
墨
沱
梅
荘
記
」
と
い
う
漢
詩
碑
と
、
松
尾
芭
蕉
の
句
を
俳
人
の
鈴
木
道
彦
が
建
て
た
句
碑
、
そ
し
て
、
抱
一
が
建
て
た
句
碑
で

あ
る
。
こ
の
句
碑
に
は
千
樹
庵
益
賀
の
「
鳥
の
名
の
／
都
と
な
り
ぬ
／
梅
や
し
き
」
と
い
う
句
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
百
花
園

の
名
称
は
抱
一
の
「
梅
は
百
花
に
魅
て
咲
く
」
か
ら
き
た
と
言
う
説
が
残
っ
て
い
る
が
、
明
確
な
資
料
は
な
い
。
ま
た
戦
時
中
に

消
失
し
た
御
成
屋
敷
も
抱
一
の
設
計
と
百
花
園
で
は
伝
わ
っ
て
い
る
が
、
資
料
も
残
っ
て
お
ら
ず
伝
承
の
み
の
た
め
不
明
確
で
あ

る
）
29
（

。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
刊
行
物
や
言
い
伝
え
は
、
抱
一
が
向
島
百
花
園
の
経
営
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ

ろ
う
。

　
一
方
、
一
八
一
七
年
（
文
化
一
四
）
に
は
抱
一
の
冊
子
に
菊
塢
が
詩
を
寄
せ
て
い
る
。『
鶯
邨
画
譜
』
は
抱
一
が
監
修
し
、
生

前
に
刊
行
さ
れ
た
唯
一
の
作
品
集
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
加
茂
季
鷹
の
序
文
と
中
井
菫
堂
の
跋
の
後
に
、
菊
塢
に
よ
る
題
詞
が
二

頁
に
渡
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
四
季
の
草
花
や
古
典
文
学
を
、
見
開
き
で
二
六
図
に
渡
っ
て
描
い
た
作
品
集
で
あ
る
が
、

菊
塢
は
、
主
に
春
の
移
ろ
い
に
つ
い
て
詠
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
、
前
年
に
菊
塢
が
記
し
た
『
春
野
七
草
考
』
に
対
応
し
た
も
の
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
抱
一
と
菊
塢
は
一
八
〇
四
年
か
ら
一
八
一
〇
年
代
に
か
け
て
、
向
島
百
花
園
を
中
心
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
向
島
百
花
園
は
文
化
サ
ロ
ン
で
あ
り
な
が
ら
、
庭
園
で
あ
る
た
め
、
菊
塢
の
向
島
百
花
園
の
宣
伝
活
動

に
対
し
、
抱
一
は
開
園
当
初
か
ら
梅
や
春
の
草
花
の
詩
と
絵
を
寄
せ
る
な
ど
、
積
極
的
に
尽
力
し
て
い
る
。
そ
れ
は
開
園
し
て
し

ば
ら
く
し
て
、
広
報
対
象
が
梅
だ
け
で
な
く
な
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
。
し
か
し
、
一
八
〇
〇
年
代
は
菊
塢
の
著
作
に
対
し
、
一
方

的
に
抱
一
が
絵
な
ど
を
寄
せ
て
い
る
の
に
対
し
、
開
園
し
て
一
一
年
が
経
つ
と
一
転
し
て
、
抱
一
の
作
品
集
に
菊
塢
が
草
花
の
漢

詩
を
寄
せ
て
い
る
。
お
互
い
の
活
動
に
対
し
、
向
島
百
花
園
の
梅
や
春
の
草
花
を
通
し
て
特
に
出
版
物
の
刊
行
に
お
い
て
相
互
に
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関
わ
り
あ
っ
て
い
る
。

（
二
）
光
琳
百
回
忌
事
業
と
東
竃
開
窯

　
こ
の
よ
う
な
向
島
百
花
園
で
の
活
動
の
間
に
、
一
八
一
五
年
（
文
化
一
二
）
と
い
う
抱
一
に
と
っ
て
重
要
な
年
が
訪
れ
る
。
自

身
が
私
淑
し
て
い
た
六
月
二
日
の
光
琳
の
百
回
忌
の
事
業
で
あ
る
。
光
琳
百
回
忌
に
際
し
た
光
琳
墓
の
修
復
の
た
め
に
、
抱
一
に

よ
っ
て
菊
塢
夫
妻
が
京
都
に
派
遣
さ
れ
た
こ
と
や
光
琳
下
絵
を
入
手
し
た
こ
と
は
す
で
に
先
行
研
究
に
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、

簡
単
に
追
う
。

　
一
八
一
五
年
（
文
化
一
二
）
に
、
抱
一
『
光
琳
百
図
』
の
前
編
が
刊
行
さ
れ
、
ま
た
六
月
二
日
と
三
日
に
は
、
雨
華
庵
の
周
辺

寺
院
で
光
琳
遺
墨
展
を
開
催
し
て
い
る
。
こ
の
光
琳
学
習
及
び
顕
彰
活
動
に
も
菊
塢
は
関
わ
っ
て
い
る
。
百
花
園
が
開
園
し
て
一

五
年
が
経
っ
た
一
八
一
九
年
（
文
政
二
）
の
秋
か
ら
翌
年
の
四
月
ま
で
、
菊
塢
は
妻
と
下
男
を
連
れ
て
江
戸
を
離
れ
、
京
都
に
向

か
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
抱
一
の
指
示
に
よ
る
も
の
で
、
妙
顕
寺
本
行
印
の
光
琳
墳
墓
修
復
の
た
め
に
派
遣
さ
れ
た）

30
（

。
菊
塢
は
、
京

都
に
い
た
画
家
の
岡
田
半
江
の
協
力
を
得
て
、
妙
顕
寺
内
の
荒
廃
し
た
緒
方
家
の
墓
所
の
旧
跡
を
調
査
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
妙

顕
寺
の
本
行
院
に
新
し
く
光
琳
墓
を
移
し
て
建
て
、
二
月
に
完
成
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
後
、
菊
塢
は
四
条
銀
座
に
お
い
て
、
光
琳

の
長
男
寿
市
郎
の
養
子
先
で
あ
る
小
西
家
に
訪
れ
て
い
る
。
そ
し
て
当
主
の
彦
右
衛
門
方
守
よ
り
、
光
琳
の
下
絵
を
三
八
〇
枚
ほ

ど
譲
り
受
け
て
い
る
。

　
つ
ま
り
、
抱
一
は
私
淑
す
る
師
の
墓
の
工
事
を
菊
塢
に
任
せ
、
菊
塢
は
園
主
で
あ
り
な
が
ら
、
江
戸
を
半
年
ほ
ど
離
れ
て
そ
の

依
頼
を
遂
行
し
た
の
で
あ
る
。
菊
塢
は
ま
だ
道
具
屋
を
経
営
し
て
い
た
百
花
園
開
園
以
前
か
ら
、
抱
一
と
知
り
合
っ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
時
点
で
両
者
は
二
〇
年
ほ
ど
交
友
関
係
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
菊
塢
は
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向
島
百
花
園
を
取
り
巻
く
文
人
の
客
ら
を
贔
屓
に
し
て
い
た
と
考
え
て
も
、
本
件
に
関
し
て
は
両
者
の
交
友
関
係
の
深
さ
を
う
か

が
わ
せ
る
事
項
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
抱
一
は
自
身
で
の
学
習
の
み
な
ら
ず
、
菊
塢
に
よ
る
助
力
に
よ
り
百
回
忌
後
も
光
琳
学

習
を
続
け
て
い
っ
た）

31
（

。
抱
一
に
と
っ
て
の
菊
塢
と
は
、
文
化
サ
ロ
ン
の
創
設
者
で
あ
る
と
同
時
に
、
京
都
か
ら
の
光
琳
な
ど
京
都

絵
師
の
情
報
を
与
え
て
く
れ
る
役
割
を
も
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
菊
塢
は
抱
一
に
依
頼
さ
れ
た
光
琳
墓
の
修
復
と
同
時
進
行
で
、
乾
山
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
抱
一
に
光
琳
墓
修
復
を

依
頼
さ
れ
京
都
へ
行
っ
た
菊
塢
は
、
小
西
彦
右
衛
門
よ
り
光
琳
の
下
絵
を
譲
り
受
け
た
こ
と
を
先
ほ
ど
述
べ
た
。
こ
れ
と
同
時
に
、

『
梅
屋
日
記
』
に
よ
る
と
菊
塢
は
、『
光
悦
ヨ
リ
空
中
ヨ
リ
乾
山
伝
来
の
陶
器
製
法
』
の
伝
書
を
一
冊
譲
り
受
け
て
い
る）

32
（

。
続
け
て
、

菊
塢
は
資
料
調
査
と
墓
の
修
復
な
ど
、
抱
一
に
よ
る
依
頼
だ
け
を
遂
行
す
る
に
留
ま
ら
ず
、
自
身
で
陶
芸
の
研
究
活
動
を
行
っ
て

い
る
。
京
焼
の
陶
工
で
あ
る
青
木
木
米
（
一
七
六
七
〜
一
八
三
三
年
）
の
作
陶
の
様
子
を
見
学
し
に
行
き
、
ま
た
、
清
水
あ
こ
や

町
に
お
い
て
京
焼
の
陶
工
で
乾
山
焼
を
多
く
手
が
け
た
尾
形
周
平
（
一
七
八
八
〜
一
八
三
九
年
）
の
門
下
に
入
っ
て
い
る）

33
（

。
菊
塢

は
京
都
で
他
に
も
俳
諧
や
茶
事
を
愉
し
ん
で
い
る
。
研
究
活
動
に
際
し
て
は
、
抱
一
か
ら
受
け
た
光
琳
墓
修
復
に
伴
い
光
琳
学
習

を
行
い
な
が
ら
も
、
自
発
的
な
活
動
と
し
て
乾
山
の
や
き
も
の
の
研
究
を
中
心
に
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
京
都
か
ら
四
月
頃
に

江
戸
へ
帰
還
し
た
菊
塢
は
、
向
島
百
花
園
内
で
や
き
も
の
を
制
作
出
来
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
窯
を
造
る
準
備
に
取
り
か
か
り
、

こ
の
作
業
に
は
周
平
も
駆
け
つ
け
た
と
さ
れ
て
い
る）

34
（

。
そ
し
て
五
月
に
は
東
竈
と
称
し
て
窯
を
開
い
て
い
る）

35
（

。
現
在
、
こ
の
隅
田

川
焼
の
特
徴
や
技
法
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
た
資
料
は
、
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
開
窯
の
際
に
、
菊
塢
は
文
人
ら
を
招

き
、
東
竈
を
披
露
し
た
際
に
都
鳥
の
形
を
し
た
香
合
を
配
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る）

36
（

。

　
以
上
の
菊
塢
の
出
版
活
動
と
乾
山
焼
の
学
習
及
び
向
島
百
花
園
の
歴
史
と
、
抱
一
の
活
動
状
況
を
照
合
す
る
と
、『
乾
山
遺
墨
』

は
東
竈
が
開
か
れ
た
数
年
後
に
出
版
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
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つ
ま
り
抱
一
は
、
乾
山
に
関
心
を
寄
せ
て
る
菊
塢
と
の
交
流
に
伴
い
、
乾
山
作
品
へ
の
関
心
を
寄
せ
始
め
た
の
で
は
無
い
だ
ろ

う
か
。ま

と
め

　
以
上
、『
乾
山
遺
墨
』
の
出
版
に
至
る
ま
で
の
抱
一
に
よ
る
乾
山
へ
の
興
味
の
高
さ
を
、
酒
井
家
の
史
料
や
乾
山
の
現
存
作
品
、

そ
し
て
菊
塢
の
出
版
物
と
向
島
百
花
園
の
事
業
展
開
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
確
認
し
た
。

　
抱
一
が
酒
井
家
に
い
た
時
点
で
乾
山
作
品
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
史
料
は
発
見
で
き
ず
、
一
方
で
兄
の
宗
雅
の

方
が
関
心
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
『
乾
山
遺
墨
』
で
絵
画
が
掲
載
数
の
多
く
を
占
め
る
た
め
、
手
控
え
帳
に
乾

山
作
品
を
描
い
た
時
点
か
ら
、
絵
師
で
あ
る
抱
一
は
乾
山
の
陶
器
よ
り
も
絵
画
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
乾
山
の
絵
画
と
陶
器
の
い
ず
れ
も
不
正
確
で
あ
る
の
に
対
し
、
縮
図
集
の
最
後
に
あ
る
乾
山
作
、
光
琳
画
「
銹
絵
寿
老

人
図
角
皿
」
が
最
も
正
確
で
大
き
く
、
銹
絵
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
色
刷
り
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
抱
一
の
関
心
は
晩

年
に
至
る
ま
で
光
琳
の
絵
画
作
品
に
重
き
を
置
か
れ
て
い
た
こ
と
が
改
め
て
明
確
と
な
っ
た
。
抱
一
に
よ
る
光
琳
へ
の
関
心
の
高

さ
は
、
寛
政
期
か
ら
晩
年
に
至
る
ま
で
変
わ
ら
ず
高
い
ま
ま
で
あ
る
。

　
注
目
す
べ
き
は
、
抱
一
に
よ
る
乾
山
へ
の
関
心
が
、
酒
井
家
の
時
点
で
は
ほ
と
ん
ど
確
認
出
来
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
光
琳
学

習
に
際
し
て
副
次
的
に
取
り
入
れ
、
乾
山
に
関
心
の
あ
る
文
人
達
と
の
交
友
や
菊
塢
の
乾
山
焼
学
習
に
触
発
さ
れ
て
い
く
な
か
で
、

最
終
的
に
墓
碑
を
建
て
四
世
乾
山
と
な
り
、『
乾
山
遺
墨
』
を
出
版
す
る
に
至
る
ま
で
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
抱
一
は
あ

く
ま
で
も
絵
師
で
あ
り
、
作
家
と
し
て
は
絵
師
の
尾
形
光
琳
よ
り
も
陶
工
の
尾
形
乾
山
に
あ
ま
り
関
心
を
寄
せ
て
い
な
い
こ
と
は
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明
ら
か
で
あ
る
。
一
方
で
、
琳
派
の
継
承
者
と
し
て
の
抱
一
は
、
光
琳
学
習
の
う
ち
の
関
連
情
報
と
し
て
乾
山
を
調
べ
て
き
た
。

そ
し
て
、
菊
塢
の
支
援
者
と
し
て
の
抱
一
は
、
陶
工
で
あ
る
乾
山
に
光
を
当
て
て
い
る
の
で
あ
る
。『
乾
山
遺
墨
』
は
『
光
琳
百

図
』
と
比
較
を
す
る
と
、
光
琳
顕
彰
活
動
の
影
に
隠
れ
て
し
ま
う
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
、
抱
一
の
初
期
か
ら
晩
年
に
至
る
ま
で

の
活
動
と
照
合
す
れ
ば
、
抱
一
に
よ
る
乾
山
へ
の
関
心
の
変
遷
を
明
ら
か
に
す
る
物
的
証
拠
と
し
て
貴
重
な
作
品
で
あ
る
と
位
置

づ
け
ら
れ
る
。

註
（
1
）　
酒
井
抱
一
は
、
は
じ
め
歌
川
豊
春
（
一
七
三
五
〜
一
八
一
四
）
の
様
式
の
肉
筆
浮
世
絵
を
制
作
し
て
い
た
が
、
一
七
九
〇
年
代
か
ら
た

ら
し
込
み
な
ど
宗
達
や
光
琳
を
意
識
し
た
画
風
に
転
換
し
始
め
る
。
抱
一
の
画
風
展
開
に
つ
い
て
は
以
下
の
論
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

大
野
（
岡
野
）
智
子
「
酒
井
抱
一
の
画
風
展
開
と
そ
の
特
色
」『
美
術
史
』
三
八
巻
二
号
、
美
術
史
学
会
、
一
九
八
九
年
三
月
。

玉
蟲
敏
子
『
都
市
の
な
か
の
絵
　
酒
井
抱
一
の
絵
事
と
そ
の
遺
響
』
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
、
二
〇
〇
四
年
六
月
。

（
2
）　
琳
派
と
江
戸
琳
派
と
い
う
用
語
は
絵
師
の
生
前
か
ら
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
大
正
期
頃
に
つ
く
ら
れ
た
概
念
で
あ
る
。
抱
一
自
身
は
光

琳
の
画
風
の
こ
と
を
「
尾
形
流
」
ま
た
は
「
緒
方
流
」
と
名
称
し
、
自
ら
『
尾
形
流
略
印
譜
』
を
版
行
し
て
い
る
。
琳
派
と
い
う
概
念
の

変
遷
は
以
下
の
図
書
に
て
述
べ
ら
れ
る
。
玉
蟲
敏
子
「
生
き
つ
づ
け
る
光
琳
　
イ
メ
ー
ジ
と
言
説
を
は
こ
ぶ
《
乗
り
物
》
と
そ
の
軌
跡
」

（
シ
リ
ー
ズ
近
代
美
術
の
ゆ
く
え
）
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
四
年
七
月
。

（
3
）　
本
稿
で
述
べ
る
『
乾
山
遺
墨
』
の
丁
付
は
、
抱
一
が
色
付
け
と
構
成
に
関
わ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
る
江
戸
東
京
博
物
館
本
と
東
京
藝
術
大

学
図
書
館
本
を
参
考
と
し
た
。
な
お
、
異
板
本
に
よ
っ
て
作
品
の
掲
載
順
序
は
異
な
る
。
な
お
、
東
京
藝
術
大
学
図
書
館
本
は
以
下
を
参

照
し
た
。

「
東
京
芸
術
大
学
附
属
図
書
館
貴
重
資
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（http

://im
ages.lib.geidai.ac.jp/

）
二
〇
一
九
年
六
月
一
五
日
現
在

（
4
）　
相
見
香
雨
「
乾
山
雑
稿
」『
陶
説
』
六
八
号
、
一
九
五
八
年
一
一
月
（『
相
見
香
雨
集
一
』（
日
本
書
誌
学
体
系
四
五
（
一
））
青
裳
堂
一
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九
八
五
年
三
月
に
再
録
。）。

　
な
お
、
以
下
の
文
献
に
玉
蟲
氏
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
と
は
異
な
る
異
本
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

玉
蟲
敏
子
「『
乾
山
遺
墨
』
と
現
存
作
品
」『
琳
派
絵
画
全
集
　
光
琳
派
　
二
』
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
八
〇
年
。

（
5
）　
岡
野
智
子
作
品
解
説
『
酒
井
抱
一
と
江
戸
琳
派
の
全
貌
』
求
龍
堂
、
二
〇
一
一
年
九
月
、
四
一
五
〜
四
一
六
頁
。

（
6
）　
鈴
木
半
茶
「
大
乾
山
か
ら
リ
ー
チ
ま
で
（
一
）
〜
（
十
六
・
完
）」『
陶
説
』
七
六
〜
一
一
七
号
、
一
九
六
二
年
。

竹
内
順
一
「
乾
山
焼
の
研
究
史
と
年
代
観
」『
乾
山
の
陶
芸
　
図
録
編
』
五
島
美
術
館
、
一
九
八
七
年
。

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
、
小
笠
原
佐
江
子
「
乾
山
焼
の
系
譜
」『
乾
山
の
陶
芸
　
図
録
編
』
五
島
美
術
館
、
一
九
八
七
年
。

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
、
小
笠
原
佐
江
子
『
尾
形
乾
山
　
全
作
品
と
そ
の
系
譜
』
全
四
巻
、
雄
山
閣
、
一
九
九
二
年
一
二
月
。

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
、
小
笠
原
佐
江
子
『
乾
山
焼
入
門
』
雄
山
閣
、
一
九
九
九
年
五
月
。

（
7
）　
牧
野
宏
子
「
抱
一
の
光
琳
乾
山
顕
彰
資
料
」『
成
城
国
文
学
』
六
号
、
一
九
九
〇
年
三
月
。

松
尾
知
子
「
抱
一
　
生
涯
と
作
品
　
光
琳
へ
、
押
さ
え
き
れ
ぬ
傾
倒
　
千
載
一
遇
の
光
琳
百
回
忌
一
八
〇
九
〜
一
九
（
文
化
六
〜
文
政

二
）
年
頃
」『
酒
井
抱
一
　
江
戸
琳
派
の
粋
人
』（
別
冊
太
陽
　
日
本
の
こ
こ
ろ
）
一
七
七
号
、
平
凡
社
、
二
〇
一
一
年
一
月
。

（
8
）　
玉
蟲
敏
子
『
都
市
の
な
か
の
絵
　
酒
井
抱
一
の
絵
事
と
そ
の
遺
響
』
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
、
二
〇
〇
四
年
六
月
、
五
三
八
、
五
四
二
頁
。

（
9
）　
抱
一
が
酒
井
家
を
出
て
、
本
所
番
場
へ
移
り
住
ん
で
か
ら
の
光
琳
と
乾
山
へ
の
関
心
の
高
ま
り
と
、
江
戸
の
市
井
と
光
琳
と
乾
山
の
ゆ

か
り
の
深
さ
に
つ
い
て
は
、
既
に
以
下
の
文
献
に
て
、
当
時
の
資
料
を
引
用
し
な
が
ら
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

前
掲
註
1
　
玉
蟲
氏
文
献
「
百
合
・
立
葵
の
章
」
六
五
〜
一
一
五
頁
。

尾
野
善
裕
「「
琳
派
」
そ
れ
と
も
「
琳
波
」
？
」『
陶
説
』
七
五
三
号
、
日
本
陶
磁
協
会
、
二
〇
一
五
年
一
二
月
、
三
二
〜
三
七
頁
。

（
10
）　
抱
一
の
兄
で
あ
る
酒
井
宗
雅
は
絵
に
長
け
「
兎
図
」（
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
）
や
「
石
楠
花
に
山
鳩
図
」
な
ど
、
南
蘋
派
に
倣
っ
た

作
品
が
現
存
し
て
い
る
。

（
11
）　
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
本
『
姫
路
酒
井
家
宝
器
明
細
簿
』
の
翻
刻
は
射
矢
氏
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

射
矢
真
紀
『〔
翻
刻
〕　
姫
路
酒
井
家
宝
器
明
細
簿
　
乾
・
坤
』（
姫
路
美
術
工
芸
館
紀
要
　
二
）
姫
路
市
書
写
の
里
・
美
術
工
芸
館
、
二

〇
〇
一
年
三
月
。

（
12
）　
岡
野
智
子
『
姫
路
酒
井
家
の
絵
画
│
道
具
帳
に
み
る
酒
井
抱
一
と
そ
の
周
辺
』（
姫
路
美
術
工
芸
館
紀
要
　
四
）
二
〇
〇
三
年
三
月
、
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八
頁
。

（
13
）　
宗
雅
は
松
平
不
昧
（
一
七
五
一
〜
一
八
一
八
年
）
と
交
流
し
茶
の
湯
へ
の
関
心
を
寄
せ
、
弟
子
入
り
し
た
。
以
下
の
文
献
で
は
宗
雅
の

茶
会
に
つ
い
て
茶
会
記
の
史
料
を
紹
介
し
な
が
ら
論
じ
て
い
る
。

粟
田
添
星
『
酒
井
宗
雅
茶
湯
聞
書
』
村
松
書
館
、
一
九
七
七
年
三
月
。

林
左
馬
「
不
昧
・
宗
雅
・
抱
一
」『
姫
路
酒
井
家
の
兄
弟
　
宗
雅
と
抱
一
』
根
津
美
術
館
、
一
九
七
五
年
一
一
月
。

橘
倫
子
「『
玄
武
日
記
』『
逾
好
日
記
』
に
み
る
酒
井
宗
雅
の
茶
の
湯
」『
秋
季
特
別
展
　
姫
路
藩
主
酒
井
宗
雅
の
茶
と
交
遊
　
茶
会
記
に

み
る
茶
道
具
』
茶
道
資
料
館
、
二
〇
一
二
年
九
月
。

（
14
）　『
逾
好
日
記
』
と
は
酒
井
抱
一
の
兄
で
あ
る
酒
井
宗
雅
が
一
七
八
七
年
（
天
明
七
）
か
ら
一
七
八
九
年
（
寛
政
元
）
に
わ
た
る
自
会
記

と
他
会
記
書
き
記
し
た
茶
会
記
で
あ
る
。
本
茶
会
記
に
酒
井
抱
一
は
一
七
八
七
年
（
天
明
七
）
二
月
一
四
日
の
会
に
初
出
し
、
三
年
間
で

計
六
回
参
加
し
て
い
る
。
な
お
、
本
茶
会
記
は
す
で
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

酒
井
忠
以
（
宗
雅
）『
逾
好
日
記
』
全
三
巻
、
一
七
五
五
〜
一
七
九
〇
年
、
姫
路
市
立
城
内
図
書
館
。

粟
田
添
星
『
酒
井
宗
雅
茶
会
記
』
村
松
書
館
、
一
九
七
五
年
。

（
15
）　
前
掲
註
14
　
粟
田
氏
文
献
、
六
五
頁

（
16
）　
酒
井
宗
雅
は
茶
会
記
に
頻
出
す
る
通
り
、
楽
茶
碗
を
大
変
気
に
入
っ
て
お
り
、
白
椿
と
赤
楽
茶
碗
を
画
題
と
し
た
「
赤
楽
茶
碗
図
」
を

描
い
て
い
る
。
一
方
、
宗
雅
の
死
去
後
に
抱
一
は
白
椿
を
赤
楽
で
は
な
く
黒
楽
茶
碗
と
取
り
合
わ
せ
て
『
鶯
邨
画
譜
』
に
描
い
て
い
る
。

楽
茶
碗
と
椿
を
一
画
面
に
描
く
画
題
は
、
抱
一
の
弟
子
で
あ
る
鈴
木
蠣
潭
や
鈴
木
其
一
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

（
17
）　
柳
沢
保
光
（
一
七
五
三
〜
一
八
一
七
）
は
赤
膚
焼
を
復
興
し
た
人
物
で
あ
り
、
茶
人
仲
間
で
あ
る
宗
雅
と
同
様
に
や
き
も
の
に
関
心
が

深
い
。
保
光
の
茶
会
に
つ
い
て
は
主
に
以
下
の
文
献
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

米
田
弘
義
著
、
郡
山
城
史
跡
・
柳
沢
文
庫
保
存
会
編
『
大
和
郡
山
藩
主
松
平
（
柳
澤
）
甲
斐
守
保
光
茶
の
湯
と
和
歌
を
愛
し
た
文
人
大
名

堯
山
』
郡
山
城
史
跡
・
柳
沢
文
庫
保
存
会
、
二
〇
一
三
年
一
〇
月
。

（
18
）　
宗
雅
に
よ
る
ス
ケ
ッ
チ
の
蓋
は
、
香
合
に
し
て
は
特
異
な
形
状
で
あ
る
。
し
か
し
、
文
字
と
の
位
置
関
係
を
加
味
す
る
と
、
灰
入
で
は

な
く
乾
山
の
香
合
を
描
い
て
い
る
と
考
え
て
良
い
。
乾
山
の
現
存
作
例
の
な
か
で
本
ス
ケ
ッ
チ
に
類
似
す
る
香
合
は
無
い
が
、
胴
部
の
意

匠
は
キ
ン
ベ
ル
美
術
館
とM

IH
O

 M
U

SE
U

M

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
「
色
絵
薄
図
茶
碗
」
に
最
も
類
似
す
る
。
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（
19
）　
宗
雅
は
「
松
本
舟
」
を
気
に
入
っ
て
い
た
。
一
七
八
八
年
（
天
明
八
）
七
月
一
日
に
開
い
た
朝
茶
は
、「
松
本
舟
」
が
所
望
さ
れ
た
た

め
に
開
か
れ
た
と
『
逾
好
日
記
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
茶
会
記
の
部
分
に
は
「
大
名
物
松
本
舟
／
真
ノ
曲
尺
ニ
入
／
舟
に
釣
ル
／
瑠
璃

花
一
輪
／
葉
二
ツ
如
図
入
ル
」
と
記
さ
れ
、
次
頁
に
は
「
松
本
舟
」
に
朝
顔
を
生
け
た
ス
ケ
ッ
チ
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
茶
会
に
つ
い

て
は
以
下
に
て
詳
細
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

前
掲
註
14
　
粟
田
氏
文
献
、
一
三
七
〜
一
三
九
、
二
六
〇
〜
二
六
一
頁

姫
路
文
学
館
『
風
雅
を
愛
し
た
姫
路
城
主
　
酒
井
宗
雅
展
』
姫
路
文
学
館
、
一
九
九
一
年
一
〇
月
。

姫
路
文
学
館
『
特
別
展
　
姫
路
城
主
酒
井
宗
雅
の
夢
　
茶
と
美
と
文
芸
を
愛
し
た
お
殿
さ
ま
』
姫
路
文
学
館
、
二
〇
〇
八
年
四
月
。

（
20
）　
前
掲
註
6
─1
、
鈴
木
氏
文
献
。

前
掲
註
4
、
玉
蟲
氏
文
献
。

前
掲
註
7
─1
、
牧
野
氏
文
献
。

前
掲
註
6
─4
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
氏
、
小
笠
原
氏
文
献
。

（
21
）　
前
掲
註
6
─3
。
乾
山
の
江
戸
入
谷
時
代
に
つ
い
て
は
上
記
で
論
じ
ら
れ
る
。

　
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
『
着
想
の
マ
エ
ス
ト
ロ
　
乾
山
見
参
！
』
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
、
二
〇
一
五
年
五
月
、
二
二
七
頁
。
上
記
に
掲
載

の
「
乾
山
関
連
地
図
　
東
京
拡
大
図
」
で
は
、
現
在
の
台
東
区
と
、
抱
一
の
雨
華
庵
、
乾
山
入
谷
窯
、
善
養
寺
旧
地
・
乾
山
旧
墓
地
の
位

置
関
係
を
示
し
て
い
る
。

（
22
）　
前
掲
註
4
、
玉
蟲
氏
文
献
。

（
23
）　
前
掲
註
1
、
玉
蟲
氏
論
文
、
六
五
〜
一
一
五
頁
。

（
24
）　
前
掲
註
5
、
岡
野
氏
解
説
、
四
一
五
〜
四
一
六
頁
。

（
25
）　
佐
原
菊
塢
の
名
前
は
、
北
野
平
八
、
平
蔵
、
平
兵
衛
、
菊
屋
宇
兵
衛
、
帰
空
、
菊
宇
、
鞠
塢
な
ど
変
遷
し
て
い
く
。
現
在
は
こ
の
佐
原

菊
塢
の
呼
称
が
最
も
一
般
的
で
あ
る
た
め
、
本
論
文
で
は
佐
原
菊
塢
に
統
一
す
る
。

（
26
）　
鈴
木
半
茶
「
大
乾
山
か
ら
リ
ー
チ
ま
で
八
　
四
代
抱
一
乾
山
」『
陶
説
』
九
九
、
日
本
陶
磁
協
会
、
一
九
六
一
年
。
上
記
で
は
一
七
九

五
〜
六
年
で
あ
る
と
す
る
説
が
書
か
れ
て
い
る
。

前
島
康
彦
「
向
島
百
花
園
」
郷
学
舎
、
一
九
八
一
年
五
月
、
二
〇
〜
二
五
頁
。
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村
重
寧
「
琳
派
の
四
季
花
鳥
図
│
時
間
性
と
対
の
意
識
│
」『
琳
派
　
第
一
巻
　
花
鳥
一
』
紫
紅
社
、
一
九
八
九
年
一
二
月
、
二
二
六
頁
。

　
開
園
の
一
八
〇
五
年
説
に
関
し
て
は
上
記
の
二
つ
で
特
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
最
後
の
一
つ
に
お
い
て
は
、
も
う
少
し
開
園
時

期
が
早
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
指
摘
し
て
い
る
。

（
27
）　
椎
名
和
美
「
文
人
達
の
足
音
」『
向
島
百
花
園
創
設
2 

0 

0
周
年
記
念
　
江
戸
の
花
屋
敷
　
百
花
園
学
入
門
』
二
〇
〇
八
年
三
月
、
財

団
法
人
東
京
都
公
園
会
。

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
、
小
笠
原
佐
江
子
『
尾
形
乾
山
』（
第
三
巻
　
研
究
編
）
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
二
年
一
一
月
。

玉
蟲
敏
子
『
酒
井
抱
一
大
江
戸
に
あ
そ
ぶ
美
の
文
人
』（
日
本
史
リ
ブ
レ
ッ
ト
　
人
　
〇
五
四
）
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
八
年
六
月

（
28
）　
向
島
百
花
園
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
中
田
博
之
『
向
島
百
花
園
創
設
二
〇
〇
周
年
記
念
　
江
戸
の
花
屋
敷
　
百
花
園
学
入
門
』
東
京
都

公
園
協
会
、
二
〇
〇
八
年
三
月
。

石
碑
の
詳
細
に
つ
い
て
は
上
記
の
論
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
29
）　
前
掲
註
28
。
上
記
に
詳
細
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

（
30
）　
相
見
香
雨
「
抱
一
上
人
」『
日
本
美
術
協
会
報
告
』
六
号
、
日
本
美
術
協
会
、
一
九
二
七
年
。
菊
塢
が
抱
一
へ
光
琳
墓
修
復
・
開
眼
会

の
状
況
を
書
い
た
手
紙
は
、
現
在
消
失
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
複
本
の
内
容
に
つ
い
て
は
上
記
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

（
31
）　
前
掲
註
1
、
玉
蟲
氏
論
文
、
四
三
九
頁
。

　
上
記
に
お
い
て
は
、
菊
塢
が
同
時
代
の
本
格
的
な
京
派
系
押
絵
貼
交
屛
風
な
ど
最
先
端
の
情
報
を
受
け
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
示
唆

し
て
い
る
。

（
32
）　
相
見
香
雨
「
抱
一
に
依
伝
へ
ら
れ
た
る
光
琳
乾
山
が
事
ど
も
」『
日
本
美
術
協
会
報
告
』
七
号
、
一
九
二
八
年
、
一
二
頁
。

（
33
）　
尾
形
周
平
展
実
行
委
員
会
他
『
尾
形
周
平
展
』
兵
庫
陶
芸
美
術
館
、
二
〇
一
三
年
三
月
。

尾
形
周
平
の
来
歴
に
つ
い
て
は
上
記
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
34
）　
益
井
邦
夫
『
幕
末
の
鬼
才
・
三
浦
乾
也
』
里
文
出
版
、
一
九
九
二
年
五
月
。

（
35
）　
東
竈
は
現
存
し
て
い
な
い
が
、
隅
田
川
焼
の
系
譜
に
つ
い
て
は
仲
野
氏
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

仲
野
泰
裕
「
隅
田
川
焼
の
系
譜
」『
向
島
百
花
園
二
〇
〇
周
年
記
念
　
江
戸
の
花
屋
敷
　
百
花
園
学
入
門
』
東
京
都
公
園
協
会
、
二
〇
〇

八
年
三
、
八
二
〜
九
三
頁
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（
36
）　
前
掲
註
6
─5
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
氏
、
小
笠
原
氏
文
献
。

〔
挿
図
出
典
〕

挿
図
1
・
3
・
5
　
執
筆
者
撮
影

挿
図
2
　「
は
り
ま
ふ
る
さ
と
ア
ー
カ
イ
ブ
」

（http
://w

w
w

2.library.city.him
eji.hyogo.jp/w

ebm
useum

/

）
ペ
ー
ジ
番
号
四
三
〜
四
四
頁

挿
図
4
　
仙
海
義
之
ほ
か
編
『
東
西
数
寄
者
の
審
美
眼
　
阪
急
・
小
林
一
三
と
東
急
・
五
島
慶
太
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
阪
急
文
化
財
団
　
公
益

財
団
法
人
五
島
美
術
館
、
二
〇
一
八
年
八
月
、
八
九
頁

挿
図
6
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
編
『
乾
山
の
芸
術
と
光
琳
』
Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
二
〇
〇
七
年
十
一
月
、
一
一
八
頁

挿
図
7
　「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」（http

://dl.ndl.go.jp/

）
コ
マ
番
号
三

挿
図
8
　「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」（http

://dl.ndl.go.jp/

）
コ
マ
番
号
三
〇

（
全
て
二
〇
二
一
年
四
月
一
日
現
在
）

〔
付
記
〕

　
本
稿
は
、
二
〇
一
五
年
一
二
月
に
学
習
院
大
学
に
提
出
し
た
卒
業
論
文
の
一
部
に
基
づ
き
、「
平
成
二
九
年
度
　
学
習
院
大
学
哲
学
会
　
秋

季
発
表
会
」（
二
〇
一
七
年
一
一
月
二
五
日
　
於
学
習
院
大
学
）
で
口
頭
発
表
し
た
内
容
を
修
正
し
、
調
査
内
容
を
加
筆
し
た
も
の
で
す
。
研

究
と
執
筆
に
際
し
ま
し
て
は
、
学
習
院
大
学
佐
野
み
ど
り
名
誉
教
授
と
荒
川
正
明
教
授
、
佐
野
市
立
吉
澤
記
念
美
術
館
学
芸
員
の
末
武
さ
と
み

さ
ま
よ
り
ご
指
導
を
賜
り
ま
し
た
。
作
品
調
査
に
際
し
て
は
江
戸
東
京
博
物
館
の
方
々
の
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
末
筆
な
が
ら
こ
こ
に
記
し
、

深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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A

 Study of Sakai H
oitsu: K

enzan Iboku

A
R

A
I, Y

ui
　K

enzan Iboku is a w
oodblock-printed book com

piled by painter S
akai H

oitsu and published in 1823. T
his book is 

significant as it com
m

em
orates and honors the w

ork of O
gata K

enzan for appreciation in the contem
porary tim

es. 

T
raditionally, this book has been discussed in the context of K

enzan’ s acceptance by K
enzan researchers and in the 

context of H
oitsu’ s recognition by H

oitsu researchers. T
he publication process of this book conform

s to an afterw
ord and 

has been recognized to be an extension of K
orin H

yakuzu; how
ever, the role of K

enzan Iboku and other production 

intentions have not been sufficiently explored by scholars.

　T
his paper exam

ines H
oitsu’ s interest in K

enzan up until the publication of this book. In particular, it points out that 

this curiosity gradually grew
 from

 a young age to his later years.

　First, I exam
ine a docum

ent belonging to Sakais and discuss the conditions under w
hich they sold K

enzan’ s w
ork. T

he 

Sakai fam
ily ow

ned the w
ork of “ K

enzan Iboku”  but not of K
enzan. M

oreover, the Sakai fam
ily w

as hardly interested in 

Inuiyam
a w

orks. H
ow

ever, Soga, his brother, drew
 Inuiyam

a’ s w
ork depicting the tea cerem

ony. It appears that Soga w
as 

m
ore interested in K

enzan’ s pottery than H
oitsu’ s.

　N
ext, I analyze illustrations of pottery appearing in K

enzan Iboku and com
pare them

 w
ith the K

enzan’ s existing 

pottery. T
he depiction of K

enzan’ s pottery is inaccurate in this book as H
oitsu’ s know

ledge of K
enzan’ s w

ork w
as lim

ited 

by his access to accurate inform
ation. In contrast, H

oitsu illustrated K
orin’ s pottery w

ork perfectly. C
onversely, it is 

evident from
 this book that H

oitsu w
as m

ore curious about K
orin than K

enzan.

　T
he final chapter focuses on the m

utual cooperation betw
een H

oitsu and S
ahara K

iku in the publishing and 
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m

anagem
ent of M

ukojim
a H

yakkaen. Since 1804, H
oitsu created artw

orks for K
enzan’ s book and w

rote C
hinese poetry.

　In his youth, H
oitsu learned about K

enzan w
hile studying about K

orin and w
as inspired by K

iku and his interest in 

K
enzan. H

e erected a tom
bstone for K

enzan and called him
self “ K

enzan IV
”  and published K

enzan Iboku, w
hich is 

regarded as a valuable piece of evidence revealing the transition of H
oitsu’ s interest in K

enzan if com
pared w

ith his 

activities from
 the early days to his later years.

（
美
術
史
学
専
攻
　
博
士
後
期
課
程
三
年
）


